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本「Ｖ－Ｗａｌｌ」（仮称）については、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ　Ｖｉｓｉｏを基本エンジンとして
開発します。
本システムの目的としては建物の外壁点検調査の図面及び数量を簡単に作
成、業務の合理化を促進するものです。

まえがき

　「Ｖ－Ｗａｌｌ」の初期画面は、下記のように作成します。
ただし、開発途中での変更はありえます。

建物の外壁点検調査の図面については、数量を必要としない「安全点検」
図面と数量を必要とする「レベル１」「レベル２」の調査業務と補修業務の完成
結果図に活用するものです。
なお、「レベル１」「レベル２」の調査項目の違いについては、１枚の図面に領

域を設定して別々に数量を算出します。

初期インターフェス

建物外壁調査管理システム



「レベル２」「レベル１」の作業手順は、以下のとおりとします。

「レベル２」「レベル１」

１．挿入機能により、図（画像データ）
　ＣＡＤ図面を本システムに取り込みます。

１．図面データの挿入

２．点検領域の設定

２．「レベル２」「レベル１」の領域を設定します。



３．調査箇所の位置記入

３．調査結果を各ステンシルからシェープを、図面に
貼り付けて行きます。

「レベル２」「レベル１」の領域別に、「レベル２」「レベル１」の各ステンシルからシェ
ープを選択、貼り付けをする事により、各数量表に数字が自動的に挿入されます。

４．調査結果の変更

４．調査結果に変更が発生した場合、シェープを変更
する事により、数量表の数値が変わります。

１～４の作業が
完了しますと、
「レベル２・１」
の図面と数量
が完了します。



「安全点検」

安全点検については、図面作成のみで数量算出機能は考慮しないものとし
ます。

作業手順としては、「レベル１」「レベル２」と同様です。

１．挿入機能により、図（画像データ）
　ＣＡＤ図面を本システムに取り込みます。

２．「安全点検」のステンシルからシェープを
各点検位置にドラッグ（貼り付け）します。

１．２の作業が完了しますと、「安全点検」用図面が完成します。




